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１．新型コロナワクチン接種の現状

新型コロナウイルス感染症の国内発生動向
令和３年12月20日24時時点報告日別新規陽性者数
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厚生労働省ホームページの「新型コロナウイルス感染症情報特設ページ」：
「新型コロナウイルス感染症について」＞「国民のみなさま向けの情報」＞「国内の発生状況など」＞「国内の発生状況」 (https://www.mhlw.go.jp/stf/covid-19/kokunainohasseijoukyou.html#h2_1)

「国内の発生状況など」＞「参考資料」＞「国内の患者発生に関する参考資料」＞「新型コロナウイルス感染症の国内発生動向 (※報告日別新規陽性者数)」より抜粋 (https://www.mhlw.go.jp/content/10906000/000870059.pdf)
※令和３年12月22日16時時点のHP掲載情報をもとに作成

※１ 都道府県から数日分まとめて国に報告された場合には、本来の報告日別に過去に遡って計上している。なお、重複事例の有無等の数値の精査を行っている。
※２ 令和２年５月10日まで報告がなかった東京都の症例については、確定日に報告があったものとして追加した。



１．新型コロナワクチン接種の現状

新型コロナウイルス感染症の国内発生動向（重症者割合）

10歳未満 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代以上 全体

重症者割合（%） 0.0 0.0 0.0 0.0 2.4 1.9 6.4 2.6 5.6 1.4

重症者数（人） 0 0 0 0 3 3 4 4 3 19

入院治療等を要する者の年齢構成が把握できている都道府県における「重症者数」及び「入院治療等を要する者」は以下の通り

重症者数（人） 0 0 0 0 2 1 3 1 3 10

入院治療等を
要する者（人）

91 36 83 88 84 53 47 38 54 717
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【重症者割合】
年齢階級別にみた重症者数の入院治療等を要する者に対する割合(ただし、重症者割合については、入院治療等を要する者の年齢構成が把握できている都道府県のみについて計算したもの)

注１：現在厚生労働省ホームページで毎日更新している重症者数は、各自治体がウェブサイトで公表している数値を積み上げたものである。これに対し、本「発生動向」における重症者数は、この数値を基に、厚生労働省
が都道府県に詳細を確認できた数値を集計したものであるため、両者の合計数は一致しない。

注２：本「発生動向」における重症者数等の「全体」には、都道府県に確認してもなお年齢階級が不明・非公表の者の数字を含んでいるため、各年齢階級のそれぞれの欄の数字の合計とは一致しない。

厚生労働省ホームページの「新型コロナウイルス感染症情報特設ページ」：
「新型コロナウイルス感染症について」＞「国民のみなさま向けの情報」＞「国内の発生状況など」＞「国内の発生状況」 (https://www.mhlw.go.jp/stf/covid-19/kokunainohasseijoukyou.html#h2_1)

「国内の発生状況など」＞「参考資料」＞「国内の患者発生に関する参考資料」＞「新型コロナウイルス感染症の国内発生動向」より抜粋・一部改変 (https://www.mhlw.go.jp/content/10906000/000867691.pdf) 
※令和３年12月22日９時時点のHP掲載情報をもとに作成

年齢階級別重症者割合(%) 令和３年12月14日24時時点
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注１：現在厚生労働省ホームページで毎日更新している陽性者数・死亡者数は、各自治体がウェブサイトで公表している数値を積み上げたものである。これに対し、本「発生動向」における陽性者数・死亡者
数は、この数値を基に、厚生労働省が都道府県に詳細を確認できた数値を集計したものであるため、両者の合計数は一致しない。

注２：本「発生動向」における死亡者数・陽性者数の各年代の「計」には、年齢階級が明らかであるものの都道府県に確認してもなお性別が不明・非公表の者の数字を含んでいる。
注３：本「発生動向」における死亡者数・陽性者数の「年齢階級計」には、性別が明らかであるものの都道府県に確認してもなお年齢階級が不明・非公表の者の数字を含んでいるため、各年齢階級のそれぞれ

の欄の数字の合計とは一致しない。

※人口については、「人口推計の結果の概要」＞「II. 各年10月１日現在人口」●令和元年 (http://www.stat.go.jp/data/jinsui/2019np/index.html)を参照。

10歳未満 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代以上 全年齢

陽性者（総計） 94,453 175,270 426,080 281,941 266,180 211,562 104,705 78,831 74,297 1,726,559 

人口10万あたりの陽性者数 958 1,569 3,374 1,971 1,437 1,300 645 495 660 1,368 

死亡者数（総計） 0 3 27 85 292 831 1,632 4,235 10,698 18,370 

人口10万あたりの死亡者数 0.00 0.03 0.21 0.59 1.58 5.11 10.05 26.59 95.10 14.56 

陽性者のうちの
死亡者の割合【％】

0.00 0.00 0.01 0.03 0.11 0.39 1.56 5.37 14.40 1.06 

１．新型コロナワクチン接種の現状

新型コロナウイルス感染症の国内発生動向（死亡者割合）

年齢階級別陽性者数（※累計陽性者数）

厚生労働省ホームページの「新型コロナウイルス感染症情報特設ページ」：
「新型コロナウイルス感染症について」＞「国民のみなさま向けの情報」＞「国内の発生状況など」＞「国内の発生状況」 (https://www.mhlw.go.jp/stf/covid-19/kokunainohasseijoukyou.html#h2_1)

「国内の発生状況など」＞「参考資料」＞「国内の患者発生に関する参考資料」＞「新型コロナウイルス感染症の国内発生動向」より抜粋・一部改変 (https://www.mhlw.go.jp/content/10906000/000867691.pdf) 
※令和３年12月22日16時時点のHP掲載情報をもとに作成

年齢階級別死亡者数

（※令和３年12月14日24時時点で死亡が確認されている者の数）



１．新型コロナワクチン接種の現状

国内の新型コロナワクチンの接種状況について
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出典：首相官邸ホームページ



１．新型コロナワクチン接種の現状

全国の新規陽性者数等及びワクチン接種率

出典：第58回新型コロナウイルス感染症対策
アドバイザリーボード（令和3年12月16日）
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新規陽性者数（全年代・人） 重症者数（全年代・人） 死亡者数（全年代・人）
新規陽性者のうち65歳以上の割合（％） 高齢者ワクチン接種率（１回目・％） 高齢者ワクチン接種率（２回目・％）
全年代ワクチン接種率（１回目・%） 全年代ワクチン接種率（２回目・%）

（人）4/7～5/25 緊急事態宣言 1/7～3/21 緊急事態宣言 4/23～9/30 緊急事態宣言 （令和３年12月10日時点）

※新規陽性者数、重症者数及び死亡者数については、令和2年5月8日から（死亡者については同年4月21日から）、データソースを厚生労働省が把握した個票を積み上げたものから、各自治体がウェブサイトで公表している数等を積み上げた
ものに変更。また、「新規陽性者数のうち65歳以上の割合」はHER-SYSに登録されている陽性者のうち、65歳以上の者の割合。新規陽性者数（全年代）および新規陽性者のうち65歳以上の割合は、直近７日間の移動平均の値。

※被接種者の年齢分布は、ワクチン接種記録システム(VRS)に報告済みのデータのみにより把握可能であるため、高齢者ワクチン接種率の算出においては、VRSへ報告された、一般接種（高齢者を含む）と先行接種対象者（接種券付き予
診票で接種を行った優先接種者）の合計回数を使用。使用回数には、職域接種及び先行接種対象者のVRS未入力分が含まれていない。また、VRSに報告済みデータのうち、年齢が不明なものは計上していない。

※全年代のワクチン接種回数はいずれも首相官邸ホームページの公表データを使用（一般接種（高齢者含む）はワクチン接種記録システム(VRS)への報告を、公表日ごとに累計したものであり、医療従事者等、職域接種はワクチン接種円滑
化システム（V-SYS）への報告を、公表日ごとに累計したもの。また、職域接種の接種回数は、V-SYSとVRSで一部重複があるため、総合計の算出に当たっては重複を除外した（職域接種及び重複は、各公表日の直前の日曜日までのも
の。）。医療従事者等は、令和３年７月30日で集計を終了しているため、8月3日以降のデータについては、8月2日の公表値（＝7月30日までの接種回数）。）。

※各接種率の分母については、「全年代ワクチン接種率」に関しては全人口（出典：令和３年住民基本台帳年齢階級別人口（市区町村別））を、「高齢者ワクチン接種率」に関しては65歳以上人口（出典：令和３年住民基本台帳年
齢階級別人口（市区町村別））をそれぞれ使用。
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１．新型コロナワクチン接種の現状

日本での供給が予定されているワクチン（１）

8

今年（2021年）から供給を受けるもの

武田薬品工業（日本）／モデルナ社（米国）との契約（2020年10月29日）

 新型コロナウイルスのワクチン開発に成功した場合、武田薬品工業株式会社による国内での流通のもと
今年（2021年）第３四半期までに5000万回分のワクチンの供給を受ける。

ファイザー社（米国）との契約（2021年1月20日、2021年5月14日）

 新型コロナウイルスのワクチン開発に成功した場合、2021年内に約1億4400万回分のワクチンの供給を受
ける。（2021年1月20日に契約）

 既存の契約に加え、今年（2021年）第３四半期に5000万回分のワクチンの供給を受ける。（ 2021年5月
14日に追加契約）
⇒ 2021年内に計1億9400万回分のワクチンの供給を受ける。

アストラゼネカ社（英国）との契約（2020年12月10日）
 新型コロナウイルスのワクチン開発に成功した場合、今年（2021年）初頭から１億2000万回分のワク
チンの供給を受ける。

・ワクチン原液については、JCRファーマ株式会社での国内製造と、海外からの調達。
・製造されたワクチン原液は、第一三共株式会社、第一三共バイオテック株式会社、Meiji Seikaファルマ株式会社、ＫＭバ
イオロジクス株式会社、ニプロ株式会社において製剤化等を行う。

※国内でのワクチン原液製造・製剤化等の体制整備は、「ワクチン生産体制等緊急整備事業」（2次補正）の補助対象

国内製造
ワクチン



１．新型コロナワクチン接種の現状

日本での供給が予定されているワクチン（２）
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武田薬品工業（日本）／モデルナ社（米国）との追加契約（2021年7月20日）

 既存の契約に加え、引き続き武田薬品工業株式会社による国内での流通のもと、来年（2022年）初頭
から5000万回分のワクチンの供給を受ける。

来年（202２年）から供給を受けるもの

武田薬品工業（日本）（※）との契約（2021年9月6日）
※ノババックス社（米国）から技術移管を受けて、武田薬品工業株式会社が国内で生産及び流通を行う。

 新型コロナウイルスのワクチン開発に成功した場合、来年（2022年）初頭から、概ね１年間で１億
5,000万回分のワクチンの供給を受ける。

※国内でのワクチン原液製造・製剤化等の体制整備は、「ワクチン生産体制等緊急整備事業」（2次補正）の補助対象

国内製造
ワクチン

ファイザー社（米国）との契約（2021年10月7日）

 既存の契約に加え、来年（2022年）1月から1億2000万回分のワクチンの供給を受ける。
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• 11月15日の本分科会において、追加接種に使用するワクチンについては、諸外国の取組や有効性・安全性に係る

科学的知見を踏まえ、１回目・２回目に用いたワクチンの種類にかかわらず、mRNAワクチン（ファイザー社ワク

チン又はモデルナ社ワクチン）を用いることが適当であるとされた。

• モデルナ社ワクチンの追加接種に関しては、２回目の接種に比較して副反応が有意に低下すると報告されている。

• 国内においても、薬機法に基づき有効性、安全性を審査した結果、12月16日に追加接種で使用するワクチンとし

てモデルナ社ワクチンが薬事承認された。

まとめ

• 追加接種に使用するワクチンについては、諸外国の取組や有効性・安全性に係る科学的知見、国内における薬事承

認を踏まえ、１回目・２回目に用いたワクチンの種類にかかわらず、ファイザー社ワクチンに加え、モデルナ社ワ

クチンを用いることが適当である。

※mRNAワクチン以外のワクチンについては、科学的知見を踏まえ引き続き検討する。

結論

1 2月1 6日の本分科会（持ち回り審議）の議論のまとめ

第27回厚生科学審議会予防接種・ワクチン分科会
（令和3年12月16日）提出資料を一部改変



12月16日の本分科会における主な意見
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【主な意見】

（モデルナ社ワクチンの使用について）

・適切な時期に追加接種を行って頂くことが最も重要であることを考慮すると、ワクチンの原理とこれまでの

使用結果を考えれば、モデルナ社ワクチンを追加接種で使用し、さらにモデルナ社ワクチンを用いて交互接

種を行うことは差し支えない。

（接種間隔について）

・国際的にオミクロン株の流行が拡大している。オミクロン株の病型については不明なところがあるが、感

染、伝播性が高いと考えられることを踏まえると、重症化リスクのある高齢者施設や感染のリスクの高い医

療従事者については、８か月を待たずに接種することを検討してはどうか。

・ファイザー社ワクチン・モデルナ社ワクチンのいずれかに関わらず速やかに接種した方が良いと考える。

（国民への周知について）

・リーフレットの内容は、適切な情報提供と言えると思う。

・モデルナ社ワクチンの有効性・安全性を国民に広く周知して欲しい。

・追加接種における交互接種の効果と安全性について、国民に対して丁寧にわかりやすい説明が必要。

・自治体がワクチン接種を円滑に行えるよう、QAを整備頂きたい。

・追加接種による健康調査の結果を、適時国民に公表頂きたい。
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２．本日の論点：モデルナ社ワクチンを追加接種で使用することについて、どう考えるか

追加接種（３回目）接種に使用するワクチンについてのお知らせ（案）

第27回厚生科学審議会予防接種・ワクチ
ン分科会（令和3年12月16日）提出資料



共通事項
 医療従事者等への接種及び重症化のリスクが高い入所者が多い高齢者施設等における接種を優先する
 予防接種実施規則（昭和33年厚生省令第27号）附則第８条第１項の規定に基づき、初回接種の完了から６か月以上の間隔をおいて実施する
 追加接種の実施時までに市町村から接種券を発行することが困難な場合には、「例外的な取扱として接種券が届いていない追加接種対象者

に対して新型コロナワクチン追加接種を実施する際の事務運用について」（令和３年11月26日事務連絡）の内容に従って追加接種の事務を
実施する

 市町村の衛生部局は、介護保険部局、障害福祉部局等の関係部局と連携して対応する

医療従事者等、高齢者施設等の入所者・従事者
 医療機関等及び高齢者施設等において手引きに基づく接種体制の構築を行った上で、追加接種を行う

通所サービスの利用者・従事者
 通所サービス事業所において接種体制を確保した上で、高齢者施設等での実施方法に準じて、その利用者と従事者に対する追加接種を行う

病院・有床診療所の入院患者
 市町村と都道府県が連携し、入院患者に対する接種を行う意向を持つ病院や有床診療所を把握し、必要なワクチンの配分等を行い、追加接

種を実施する

１．医療従事者等及び高齢者施設等の入所者等に対する追加接種

２．その他の高齢者（令和４年２月以降）に対する追加接種

市町村は、１（１）に掲げる者であって（２）の実施手順による追加接種を受けたもの以外の高齢者について、令和４年２月以降初回接種の
完了から7か月以上経過した後に追加接種を実施することができる

① 医療従事者等

② 高齢者施設等の入所者・従事者、通所サービス事業所の利用者・従事者、病院・有床診療所の入院患者

初回接種完了から８か月以上の経過を待たずに追加接種する場合の考え方

新たな変異株の発生等の状況を踏まえ、クラスター発生の場合に限らず、初回接種の完了から８か月以上の経過を待
たずに追加接種を実施する場合の接種対象者等について整理

（１）対象者

（２）実施手順

２か月前倒し可能

１か月前倒し可能

「初回接種完了から８か月以上の経過を待たずに新型コロナワクチンの追加接種を実施する場合の考え方について」（令和３年12月17日付予防接種室事務連絡）
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追加接種のタイミング
（２回目接種時期）

R3.12月
（R3.3月,4月）

R4.1月
（R3.5月）

R4.2月
（R3.6月）

R4.3月
（R3.7月）

R4.4月
（R3.8月）

R4.5月
（R3.9月）

R4.6月
（R3.10月）

対
象
者
（
万
人
）(

注)

医療従事者等

（約576）

104 200 183 89

高齢者

（約3,251）

61 1,160 1,624 313 58 35

高齢者施設
等利用者

その他

一般

（約4,479）

42 73 435 1,194 1,462 1,273

高齢者施設
等従事者

その他

職域（約1,071）
168 500 155 248

追加接種の前倒しについて（イメージ）

（ 注 ） 「 医 療 従 事 者 等 」 は 、 令 和 ３ 年 ７ 月 3 0 日 ま で の ワ ク チ ン 接 種 円 滑 化 シ ス テ ム （ V - S Y S ） へ の 報 告 か ら 集 計 し 、 「 職 域 」 を 除 く そ の 他 の 区 分 に つ い て は 、 令 和 ３
年 1 1 月 1 4 日 ま で の ワ ク チ ン 接 種 記 録 シ ス テ ム （ V R S ） へ の 報 告 か ら 集 計 し て い る 。
「 職 域 」 に つ い て は 、 都 道 府 県 単 位 で 令 和 ３ 年 1 0 月 3 1 日 ま で の V - S Y S へ の 報 告 数 と 上 記 の V R S の 報 告 数 を 比 較 し 大 き い 方 を 集 計 し て い る 。 （ 令 和 ３ 年 ８ 月 分 以
降 に つ い て は 、 令 和 ３ 年 ７ 月 分 に お け る V - S Y S と V R S の 報 告 数 の 丈 比 べ に よ る 増 加 率 （ 1 . 1 5 ） と 同 率 を V - S Y S の 報 告 数 に 乗 じ る こ と で 推 計 し て い る 。 ）

デルタ株等へのワクチン効果のうち、重症化予防については２回接種完了半年後も高い効果が維持されるものの、高齢者に関して
は、比較的低下が早いとの報告がある。病床確保の観点からも、重症化リスクの高い高齢者等から順次前倒し、重症化する患者数
を抑制することが重要。

このため、①a) 医療従事者等と、b) 高齢者施設等の重症化リスクの高い集団（高齢者施設等の入所者及び従事者など）を優先対
象とし接種間隔を2か月前倒すことを可能とし、②c)その他高齢者も来年２月以降1か月前倒すことを可能とする。

（単位：万人）

１月前倒し可

２か月前倒し可

２か月前倒し可

２か月前倒し可
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２か月前倒し可

１月前倒し可
１月前倒し可

１月前倒し可

２か月前倒し可

２か月前倒し可



追加接種のタイミング
（２回目接種時期）

R3.12月
(R3.3月,4月)

R4.1月
（R3.5月）

R4.2月
（R3.6月）

R4.3月
（R3.7月）

R4.4月
（R3.8月）

R4.5月
（R3.9月）

R4.6月
（R3.10月）

R4.7月
（R3.11月）

対
象
者
（
万
人
）(

注
１)

医療従事者等

（約576）
487 89

高齢者

（約3,273）
307 343 2,227 291 57 33 16

一般

（約4,972）
85 158 14 313 1,186 1,461 1,289 466

職域

（約1,155）
170 576 185 204 21

追加接種用のワクチンの配送量について（追加接種前倒し後のイメージ）

（単位：万人）

約4,800万回分を配分（約4,100万回分に加え、700万回分を追加配分）
（ファイザー社ワクチン約2,400＋200万回、武田/モデルナ社ワクチン約1,700＋500万回）

配送日程：ファイザー約1,600万回（2021年内） 武田/モデルナ約1,700万回（2022年1月下旬）
約800＋200万回（2022年2月） 約 500万回（2022年2月上旬）

注 １ 「 医 療 従 事 者 等 」 は 、 令 和 ３ 年 ７ 月 3 0 日 ま で の ワ ク チ ン 接 種 円 滑 化 シ ス テ ム （ V - S Y S ） へ の 報 告 か ら 集 計 し 、 「 職 域 」 を 除 く そ の 他 の
区 分 に つ い て は 、 令 和 ３ 年 1 2 月 1 2 日 ま で の ワ ク チ ン 接 種 記 録 シ ス テ ム （ V R S ） へ の 報 告 か ら 集 計 し て い る 。
「 職 域 」 に つ い て は 、 都 道 府 県 単 位 で 令 和 ３ 年 1 2 月 ５ 日 ま で の V - S Y S へ の 報 告 数 と 上 記 の V R S の 報 告 数 を 比 較 し 大 き い 方 を 集 計 し て い る 。

注 ２ 追 加 配 分 す る ワ ク チ ン の う ち 、 接 種 間 隔 の 前 倒 し で 必 要 な ワ ク チ ン を 超 え る 分 は 、 令 和 ４ 年 ４ 月 の 接 種 対 象 者 数 で 按 分 す る 。

○ 追加接種については、２回目接種完了から８か月後を念頭に、約4,100万回分のワクチンの配分を11月まで
に提示済み。

○ 高齢者等の接種間隔の前倒し等を踏まえ、約700万回分のワクチンを追加で配分する。
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2021年4月1日
新型コロナワクチンの接種について

１．新型コロナワクチン接種の現状

２．本日の論点



２．本日の論点

本日御議論いただきたい事項

テーマ 論点

【１】小児（5-11歳）の

新型コロナワクチンの

接種について

（１）諸外国の対応状況

（２）小児（5-11歳）に対する新型コロナワクチンの有効性、安全性

（３）新型コロナワクチン接種に対する子供や保護者の考え

17



11月15日の分科会における主なご意見

18

【小児（5－11歳）の新型コロナワクチンの接種について】

⃝ 新型コロナウイルス感染症は子供にとって、ただのかぜではない。

⃝ 学校はガイドラインに沿って（感染対策を）丁寧にしており、学校教育の中ではあまり感染して

いない。ただ、就学前の幼稚園とか保育所の子供達は予防ができない。

⃝ 国内の小児の新型コロナウイルス感染症の状況について、海外との違いをきちんと評価する必要

があるのではないか。

⃝ たとえ致死率、重症化率が低いとしても、トータルとしては一定数の重症者数、死亡者数が発生

するということは考えておくべきではないか。推測も含めてデータをそろえて議論していく必要

があるのではないか。

⃝ 副反応のリスクに関する情報提供が非常に重要ではないか。

⃝ 小児は重症化しにくいというのが一般的な理解である。小児にワクチン接種をするのであれば、

何のためにするのか、共通理解を持つべきではないか。

⃝ 小児は軽症が多いので、対象にするとしても、全ての５歳～11歳の方に積極的にワクチンを勧め

るという方向性については、慎重にしたほうがよいのではないか。

⃝ 子供にも予防接種法での接種の機会は確保すべきではないか。一方、接種勧奨や努力義務を課す

かについては議論すべきではないか。



小児（５ - 11歳）の新型コロナワクチンの接種開始までのプロセス（想定）

19

○11月10日 ファイザー社からの薬事申請

○11月15日 厚生科学審議会（予防接種・ワクチン分科会）①
（諸外国の対応状況、小児に対する新型コロナワクチンの有効性・安全性）

○12月23日 厚生科学審議会（予防接種・ワクチン分科会）②
（有識者ヒアリング、諸外国の対応状況、小児に対する新型コロナワクチンの

有効性・安全性、子供や保護者の考え）

○１月下旬以降 厚生科学審議会（予防接種・ワクチン分科会）③
（薬事承認が得られた後に特例臨時接種への位置づけについて諮問（予定））

審議会で了承が得られれば、速やかに予防接種法省令改正等の対応

○２月～ 輸入見込み

○３月～ 国内配送開始・接種開始（予定）



２．本日の論点

論点

【1】小児（5-11歳）の新型コロナワクチンの接種について

（１）諸外国の対応状況

（２）小児（5-11歳）に対する新型コロナワクチンの有効性、安全性

（３）新型コロナワクチン接種に対する子供や保護者の考え

20
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5-11歳の小児に対するファイザー社ワクチンについて、米国、カナダ、イスラエルでは全ての小児に対して接種を
推奨しており、フランス、ドイツはより限定的な対象者に対する推奨をしている。

２．本日の論点：【２】小児（５ ｰ 1 1歳）の新型コロナワクチンの接種について
（１）諸外国の対応状況

小児を対象とした新型コロナワクチンの諸外国の状況

2021年12月20日時点

基本方針の
発出機関

Source: CDC, CDC, NACI, フランス保健省, フランス保健省, フランス保健省, ドイツ保健省, Israel Ministry of Health, WHO, EMA

国・地域 ５-11歳の小児を対象としたワクチンに関する基本方針

※1: フランス、ドイツでは薬事承認はEMAにより行われるため、両国において小児に対する接種は薬事上承認されている。

認可されている
ワクチン

CDC米国  小児に対して接種を推奨。（11月2日）

NHS英国  記載なし。 ファイザー

NACIカナダ  小児に対して接種可能。（11月19日） ファイザー

フランス 保健省  重症化リスクのある小児と免疫不全者と同居している小児に対して接種を推奨
※1。（11月30日）

 ファイザー

ドイツ 保健省  小児が基礎疾患を有する場合や重症化リスクのある者と接触のある場合は接種を
推奨し、個人や保護者が接種を希望する場合は接種可能※1。（12月9日）

 ファイザー

保健省イスラエル  小児に対して使用を推奨。（11月10日） ファイザー

WHO国際連合  小児の新型コロナワクチン接種政策やプログラムの制定にあたり、各国の疫学、
社会的コンテキストに照らして、ワクチン接種の個人と集団の利益を考慮すべき。
（11月24日）

 特になし

 諮問機関であるCHMPは、接種の適応年齢を5－11歳まで拡大することを推奨。
（11月25日）

EMAEU  ファイザー

 ファイザー



２．本日の論点

論点

【1】小児（5-11歳）の新型コロナワクチンの接種について

（１）諸外国の対応状況

（２）小児（5-11歳）に対する新型コロナワクチンの有効性、安全性

（３）新型コロナワクチン接種に対するこどもや保護者の考え
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5-11歳におけるファイザー社ワクチン10μgの2回目接種後1か月の免疫原性は、16-25歳における同社ワクチン30μgの
2回目接種後1か月と比較し同等で、2回目接種後7日以降の発症予防効果は90.7％であった報告されている。

本日の論点：【１】小児（５ ｰ 1 1歳）の新型コロナワクチンの接種について
（２）小児（ 5 - 1 1歳）に対する新型コロナワクチンの有効性、安全性

小児（5 -11歳）の新型コロナワクチンの有効性（ファイザー社）

Walter EB et al1（NEJM, 2021）

研究内容:2021年6月から研究に参加した5-11歳の2,285名をファイ
ザー社ワクチン接種群※1 とプラセボ接種群に2:1に無作為に割り付
け、ワクチンまたはプラセボ接種1か月後の安全性、免疫原性、有効
性を評価したフェーズⅡ・Ⅲ試験

2回目接種後1か月の中和抗体価※5,6

※1 10μgを接種
※2 ファイザー社ワクチン30㎍を2回接種したピボタル試験のデータを用いた。
※3 幾何平均比（Geometric Mean Ratio）
※4 両側95％CIの下限>0.67、GMR≥0.8

※5 幾何平均中和抗体価（GMT）※6 2回目接種1か月間に感染が確認されなかった被験者を対象

1 Walter EB, Talaat KR, Sabharwal C, et al. Evaluation of the BNT162b2 Covid-19 Vaccine in Children 5 to 11 Years of Age [published online ahead of print, 2021 Nov 9]. N Engl J Med

2回目接種後7日以降の発症予防効果

結果：2,268名（ワクチン接種群1,518名、プラセボ群750名） が解析
された （年齢中央値8.2歳、追跡期間中央値2.3か月）

 5-11歳の群と16-25歳の群※2を比較し、以下の通りに免疫原性
があると確認された

‒ 中和抗体価：16-25歳の群※2と比較し、5－11歳の群におけ
る2回目接種後1か月のGMR※3は1.04[95%CI:0.93-1.18]で
あり、事前に定めた免疫原性の成功基準※4を満たした

‒ 抗体反応率：2回目接種1か月後において両群とも99.2％であ
り、差は0.0%[-2.0-2.2]であった

 2回目接種後7日以降の発症予防効果は、5-11歳全体では90.7％
[67.4-98.3]、感染歴のない5-11歳では90.7％ [67.7-98.3]で
あった

第26回厚生科学審議会予防接種・ワクチ
ン分科会（令和3年11月15日）提出資料



24

ファイザー社ワクチン接種後の5-11歳の小児について、2回目接種後約2か月の追跡期間において安全性が示されたと
報告されている。

Walter EB et al1（NEJM, 2021）

研究内容:2021年6月から研究に参加した5－11歳の2,285名をファイ
ザー社ワクチン接種群※1 とプラセボ接種群に2:1に無作為に割り付
け、ワクチンまたはプラセボ接種1か月後の安全性、免疫原性、有効性
を評価したフェーズⅡ・Ⅲ試験

※1 10μgを接種
※2 2回目接種後2.3カ月経過(中央値）した時期に相当

1 Walter EB, Talaat KR, Sabharwal C, et al. Evaluation of the BNT162b2 Covid-19 Vaccine in Children 5 to 11 Years of Age [published online ahead of print, 2021 Nov 9]. N Engl J Med

接種後7日以内の全身反応報告割合

接種後7日以内の局所反応報告割合

結果：ワクチン接種群 (1回目1,151名、2回目1,501名)、プラセボ群 (1

回目749名、2回目741名) が解析された。

 プラセボ接種群と比較しワクチン接種群では、局所・全身反応がよ
り多く報告された。

 局所反応

‒ 多くは軽度-中等度で、持続期間は1-2日であった。

‒ 接種部位の疼痛が最も多くみられ、1回目接種 (74％) 、2回目接
種 (71%) であった。

 全身反応

‒ 一般的に全身反応は、1回目接種と比較し、2回目接種において
報告頻度が高かった。

 初回接種からデータカットオフ地点 (2021年9月6日)※２までにおけ
る有害事象の発生割合は以下の通りであった。

‒ ワクチン接種群：10.9％

‒ プラセボ接種群：9.2％

本日の論点：【２】小児（５ ｰ 1 1歳）の新型コロナワクチンの接種について
（２）小児（ 5 - 1 1歳）に対する新型コロナワクチンの有効性、安全性

小児（5 -11歳）の新型コロナワクチンの安全性（ファイザー社）

第26回厚生科学審議会予防接種・ワクチ
ン分科会（令和3年11月15日）提出資料
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本日の論点：【１】小児（５ ｰ 1 1歳）の新型コロナワクチンの接種について
（２）小児（ 5 - 1 1歳）に対する新型コロナワクチンの有効性、安全性

小児（5 -11歳）に対する新型コロナワクチンの安全性（ v - sa f e）①

出典：2021.12.16 ACIP Meeting 

Adverse events among children ages 5–

11 years after COVID-19 vaccination: 

updates from v-safe and the Vaccine 

Adverse Event Reporting System (VAERS)

米国のCDCより、５-11歳の小児の新型コロナワクチン接種後の副反応の状況について、2021年11月3日から12月12日
までに集計された41,232人のv-safe参加者の解析結果が報告されている。
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本日の論点：【１】小児（５ ｰ 1 1歳）の新型コロナワクチンの接種について
（２）小児（ 5 - 1 1歳）に対する新型コロナワクチンの有効性、安全性

小児（5 -11歳）に対する新型コロナワクチンの安全性（ v - sa f e）②

米国のV-safeよると、５-11歳の小児の新型コロナワクチン接種後に、学校への出席が困難となる頻度は高くなく、医
療ケアが必要となることはまれであった（約１％）と報告されている。

出典：2021.12.16 ACIP MeetingAdverse events among 

children ages 5–11 years after COVID-19 vaccination: 

updates from v-safe and the Vaccine Adverse Event 

Reporting System (VAERS)
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本日の論点：【１】小児（５ ｰ 1 1歳）の新型コロナワクチンの接種について
（２）小児（ 5 - 1 1歳）に対する新型コロナワクチンの有効性、安全性

小児（5 -11歳）に対する新型コロナワクチンの安全性（ v - sa f e）③

米国のV-safeよると、５-11歳の小児の新型コロナワクチン接種後の副反応のほとんどが、軽度から中等度であったと
報告されている。

出典：2021.12.16 ACIP Meeting 

Adverse events among children ages 5–11 years after 

COVID-19 vaccination: updates from v-safe and the 

Vaccine Adverse Event Reporting System (VAERS)



２．本日の論点

論点

【1】小児（5-11歳）の新型コロナワクチンの接種について

（１）諸外国の対応状況

（２）小児（5-11歳）に対する新型コロナワクチンの有効性、安全性

（３）新型コロナワクチン接種に対する子供や保護者の考え
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インターネット調査によると、新型コロナワクチンを受けられるようになった場合、小学生の５～６割が「とてもうけた
い」、「どちらかというとうけたい」と回答している一方、３～４割が「どちらかというとうけたくない」、「まったくうけ
たくない」と回答している。

本日の論点：【１】小児（５ ｰ 1 1歳）の新型コロナワクチンの接種について
（３）新型コロナワクチン接種に対する子供や保護者の考え

子供のワクチン接種に対する考え

受けたい理由

受けたくない理由

 感染や重症化・後遺症を予防したい

・ほかの人にうつしたくない ・自分もまわりも安心できる

 コロナの収束に貢献したい

・痛いのは嫌だけどコロナがはやく終わってほしい

 日常状生活を取り戻したい

・ワクチンをしたらともだちともっと遊べるかもしれない

 身近な人が既に接種した ・身近な人に薦められた

・ママやパパがうってるから

 周囲の目が気になる・差別やいじめの回避

・恥ずかしいから ・ワクチンをうたないと、その事でいじめられそう

調査名：コロナ×こどもアンケート 第6回調査

実施主体：国立成育医療研究センター

実施期間：2021年9月13日～2021年9月30日

対象：（１）小学1年生～高校3年生（相当）のこども、

（２）0歳～高校3年生（相当）のこどもの保護者

実施方法：インターネット調査

 注射がいたい・こわい

 副反応・中長期的な安全性に不安

・パパとママがちゅうしゃしたらおねつでたりうでがいたいといっていた

・急いでつくったワクチンだから

・熱とかでるのがこわい。異物が入ってるニュースみてこわい。

 効果に疑問・必要性を感じない

・こどもはしなないし、かかってもすぐになおるから

 その他

・ワクチンを打ったら、気がゆるむ気がするから
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インターネット調査によると、新型コロナワクチンが接種できるようになった場合、小学生以下のこどもの保護者の
７割以上が「とても受けさせたい」、「どちらかというと受けさせたい」と回答している。

本日の論点：【１】小児（５ ｰ 1 1歳）の新型コロナワクチンの接種について
（３）新型コロナワクチン接種に対する子供や保護者の考え

保護者のワクチン接種に対する考え

受けさせたい理由

受けさせたくない理由

 感染や重症化・後遺症を予防したい

・基礎疾患があるので重症化などが心配。担任、仲のいい友達のご両親が、ワ

クチンを打たない考えのようで未接種だから

 コロナの収束に貢献したい

 日常状生活を取り戻したい

・お出かけの不安が減ると思うため ・祖父母に会わせたいから

 子供自身が希望している

・副反応のことなどを説明して納得したなら打たせようと思う

 周囲の目が気になる・差別やいじめの回避

・風邪をひいても言い訳できる

 その他

・個人的には受けて欲しいと思うが、受けるか受けないかは客観的な説明を専

門家から受けて、子供が判断したことを尊重したい 等

調査名：コロナ×こどもアンケート 第6回調査

実施主体：国立成育医療研究センター

実施期間：2021年9月13日～2021年9月30日

対象：（１）小学1年生～高校3年生（相当）のこども、

（２）0歳～高校3年生（相当）のこどもの保護者

実施方法：インターネット調査

 副反応・長期的な安全性に不安

・長期的な重要な副反応が生じないのか自分が打つ時より慎重に検討したい

・基礎疾患やアレルギーがあるので安全性が分からない

 効果に疑問・必要性を感じない

・子供には普通の風邪。大人の都合でワクチンまで打たせたくない

 その他

・現時点では本人のためではなく回りの人のために打つものと理解している 等
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２．本日の論点：【１】小児（5 - 1 1歳）の新型コロナワクチンの接種について

現時点までに得られている、小児（5-11歳）の新型コロナワクチンの接種に係る科学的知見等を整理すると、以
下の通り。

• 小児（5-11歳）に対するファイザー社ワクチンについて、全ての小児に対して接種を勧めている国と、限定的
な対象者に対して接種を推奨している国がある。

• 小児（5-11歳）の新型コロナワクチン接種後の副反応に関しては、報告により発熱等の頻度は異なるものの、
学校への出席が困難となる頻度は高くなく、医療ケアが必要となることはまれであり、ほとんどが、軽度から
中等度であったと報告されている。

• 小児（5-11歳）におけるファイザー社ワクチンの2回目接種後7日以降の発症予防効果は90.7％であり、2回目
接種後約2か月の追跡期間において安全性が示されたと報告されている。

• 新型コロナワクチンを受けられるようになった場合に、小学生の５～６割が「とても受けたい」「どちらかと
いうと受けたい」と回答しており、小学生以下の子供の保護者の７割以上が「とても受けさせたい」、「どち
らかというと受けさせたい」と回答している。

まとめ

• 国内の小児（5-11歳）における新型コロナウイルス感染症の動向や、小児に対する新型コロナワクチン接種に

関する諸外国の対応状況、ワクチンの有効性や安全性、子供や保護者の新型コロナワクチンに対する考え等を

踏まえ、５歳から11歳の小児に対して新型コロナワクチンの接種の機会を提供することについてどう考えるか。

• 小児（5-11歳）に新型コロナワクチンの接種を行う場合、努力義務を適用することについてどう考えるか。
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以下、参考資料
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文部科学省の調査によると、令和2年6月1日から令和3年11月30日までの間における、幼稚園・小学校の幼児・児童の
感染者は35,742人であったと報告されている。

幼稚園・小学校の幼児・児童の感染状況（文部科学省調査）

出典：学校関係者における新型コロナウイルス感
染症の感染状況について（令和3年12月7日）
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文部科学省の調査によると、幼稚園と小学校の幼児・児童の感染経路に関しては、家庭内感染が大半を占め、幼稚
園・小学校内での感染の割合は低かったと報告されている。

幼稚園・小学校の幼児・児童の感染経路（文部科学省調査）

出典：学校関係者における新型コロナウイルス感
染症の感染状況について（令和3年12月7日）



新型コロナウイルスワクチンによる国際貢献について

• 2021年６月に開催されたCOVAXワクチン・サミットにおいて、日本政府は、新型コロナウイルスワクチンを、
3,000万回分を目途として、COVAXファシリティ等を通じて各国・地域に供給していく考えを示した。その後、
９月に開催された国連総会において、供与数の目途を合計6,000万回分に引き上げることを表明した。

• 引き続き、国民の皆様に対する確実なワクチン供給に向けた様々な取組を進めるとともに、国際社会の新型コロ
ナウイルス感染症との戦いにも貢献できるよう、政府方針に沿って、新型コロナウイルスワクチンによる国際貢
献に協力していく。

直接供与

COVAX経由での供与
〇 COVAXファシリティを通じて、カンボジア、ラオス、東ティモール、バングラデシュ、モルディブ、ネパール、

スリランカ、太平洋島嶼国及びイランに対して、アストラゼネカ社製ワクチン合計約1,126万回分を供与。

※ 表中の供与数については、千回単位を四捨五入した概数
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供与を行ってきた国・地域 供与数 供与した日

台湾 合計約420万回分 令和３年６月４日、７月８日・15日、９月７日・25日、10月27日

ベトナム社会主義共和国 合計約562万回分 令和３年６月16日、７月１日・８日・15日、９月８日・24日、
10月22日、11月25日、12月７日・８日

インドネシア共和国 合計約415万回分 令和３年７月１日・15日、10月19日・20日・21日・22日

マレーシア 約100万回分 令和３年７月１日

フィリピン共和国 合計約308万回分 令和３年７月８日、10月28日・30日

タイ王国 合計約204万回分 令和３年７月９日、９月7日・25日、10月15日

ブルネイ 約10万回分 令和３年９月24日

〇 以下の国・地域に対し、アストラゼネカ社製ワクチン合計約2,019万回分を無償で供与。

⇒合計約3,150万回分を供与



新型コロナワクチンの臨時予防接種に係る法令等の体系

予防接種法施行令(昭和23年政令第197号)

●妊娠中の者については、努力義務規定を

適用しない。【附則６・７項】

予防接種法（昭和23年法律第68号） ※法に規定するもののほか、予防接種の実施に関して必要な事項は政令又は省令で定める。（11条）

厚生労働大臣は、新型コロナウイルス感染症の

まん延予防上緊急の必要があると認めるときは、

市町村長に対し、臨時の予防接種の実施を指示

することができる。【附則７条１項】

新型コロナワクチン接種に係る

勧奨・努力義務規定を適用しない者を

政令で指定することができる。

【附則７条４項】

新型コロナワクチン接種に

要する費用は国が支弁する。

【附則７条３項】

政府は、ワクチン製造販売業者

と損失補償契約を締結すること

ができる。【附則８条】

予防接種法施行規則(昭和23年厚生省令第36号)

●使用するワクチンのタイプ（mRNA、ウイルス

ベクター等）【附則17条】

●接種済証の記載事項【附則18条】

●予防接種証明書の交付とその様式

【附則18条の２】

●副反応疑い報告基準【附則19条】

予防接種実施規則(昭和33年厚生省令第27号)

●接種不適当者【附則６条】

●接種の方法（回数、接種量、接種間隔、交互

接種等）【附則７・８条】

※ 省令で定める接種間隔は、間違い接種にならない

最低ラインを示すものであり、標準的な接種間隔は

自治体向け手引き・実施要領に記載。

「新型コロナウイルス感染症に係る予防接種の実施に関する手引き」（自治

体向け手引き）、臨時接種実施要領

●自治体事務の詳細

●ワクチン各論（詳細な使用方法、標準的な接種間隔等）

●省令・大臣指示等の解釈

・アストラゼネカ社ワクチンを18～39歳以上に使用する「必要がある場

合」（大臣指示）の具体的内容

・交互接種の「必要がある場合」（実施規則）の具体的内容

・初回接種に「相当する注射」（実施規則）の具体的内容

「新型コロナウイルス感染症に係る予防接種の実施について（指示）」

（令和３年２月16日付け厚生労働省発健0216第１号厚生労働大臣通知）

新型コロナワクチン接種に係る

●対象者：市町村の区域内に居住する12歳以上の者

●実施期間：令和３年２月17日～令和４年９月30日

●使用するワクチン（使用年齢制限に関する定めを含む）：

①ファイザー社ワクチン ②武田/モデルナ社ワクチン

③アストラゼネカ社ワクチン（原則40歳以上）

※追加接種の場合は①・②（18歳以上）のみ

いわゆる“大臣指示”

※上記は、新型コロナウイルス感染症に係る臨時接種の実施に関して特に定められた規定等を抜粋するものであり、特段規定が置かれていない事項については、予防接種法等の一般規定に従うこととなる。36

令和３年12月17日時点
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